






昭和 53 年,厚生省は新生児マススクリーニングを行うことを決め,熊本県でもその普及率

は 98％に達している。今回われわれはこのスクリーニングにより発見されたヒスチジン血

症の患者 20 名について,その genetic marker である皮膚ヒスチダーゼ活性・尿中 FIGLU

排泄量を検討した。(FIGLU:formiminoglutamic acid) 


